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本書は
，桑原敏典氏が2002 (平成14）年に広島
大学へ提出された学位論文を公刊されたものであ
る
。本書は次のように構成されている。
序章　本研究の意義と方法
第
一節　研究主題
第二節　本研究の意義と方法
第三節　研究方法と論文の構成
第一章　中等公民的教科目の内容編成
第
一節　社会科公民の理念
第二節　公民的教科目の内容領域
第三節　公民的教科目内容編成の類型
第二章　公民的領域における科学的社会認識形成
第一節　科学的社会認識形成のための内容領域
と編成方法
第二節　社会科学研究としての公民的教科目
第三節　人間科学研究としての公民的教科目
第四節　科学的社会認識形成のための公民的領
域内容編成の特性と教育的意義
第三章　公民的領域における合理的思想形成第一節　合理的思想形成のための内容領域と編
成方法
第二節　制度規範研究としての公民的教科目第三節　政策・行為規範研究としての公民的教
科目
第四節　合理的思想形成のための公民的領域内
容編成の特性と教育的意義
第四章　公民的領域における実践的思想形成第一節　実践的思想形成のための内容領域と編
成方法
第二節　市民の生き方追求としてのカリギュラ
ム構成
第三節　実践的思想形成のための公民的領域内
容編成の特性と教育的意義第五章　公民的領域における市民的資質育成
第一節　市民的資質育成のための内容領域と編
成方法
第二節　社会参加実践としてのカリキュラム構
成
第三節　市民的資質育成のための公民的領域内容編成の特性と教育的意義
終章　中等公民的教科目内容編成の原理と今後の
研究課題
本書の第
一の特色は，民主主義社会の構成員育
成のための厂社会科公民」と，愛国心教化・国民
統合のための匚公民科
」を峻別し，前者の内容編
成の在り方をアメリカの10ものプロジェクト分析
より解明したことである
。第二の特色は，従来教
育目標として曖昧であった「‾市民的資質の構造」
の仮説的モデルを明示し
，この入れ子型モデルの
どこまでに各プロジェクトが関わっているのかを
，
全体計画
・単元計画の事例・授業展開の事例の具
体的分析を通じて演繹的に説明したことである
。
第三の特色は上の分析を通して
，厂社会科公民」
の内容編成原理として以下の三点を導出したこと
である
。すなわち，①生徒が多様な在り方生き方
の中から市民としてふさわしいものを自主的に選
び取ることができる資質を教育目標とすること
，
②内容編成に際しては
，生徒が意思決定や行為を
方向づける既有の見通しや枠組みを自ら吟味
・再
構成ができるようにすること
，③学習過程は批判
を原理として組織すること
，である。
本書の意義は
，「社会科公民」の教育内容編成
の在り方を
，じめて首尾一貫した理論で体系的
に
，しかも実践の参考となるように論じたことに
ある
。それは，「科学的認識形成」のためのもの
を中核とし
，そこから「合理的思想形成」，匚実践
的思想形成」，匚市民的資質育成」のためのものへと発展させねばならないということである。
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